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A study on Activities of Young Children Aiming to
a Diverse Movement Experience :







































の 3 つの分類で具体的な動き3 を示し、それらの動きを含
む遊びを挙げている。「多様な動き」をどう捉えるか、吉
田（2017）を参考に、本稿では、できる基本的な動きが














































































































































































対象：東京都内 A 保育園 4 ～５歳児　19 名
　　　（4 歳児 9 名（男児 5 名 女児 4 名）　5 歳児 10 名（男児 8 名 女児 2 名））






　調査対象の A 保育園では、3 ～ 5 歳児は年齢を混合にした縦割りクラスで生活している。日々
の生活では子どもたちが一斉に同じ活動をする一斉型の保育ではなく、子ども一人一人が遊びや
活動を選ぶことのできる自由保育を尊重している。2012 年から 3 ～ 5 歳児を対象に、筆者（増田）











　次に、展開②～④で見られた子どもの動きをそれぞれ表 2、表 3、表 4 にまとめた。これらが
示すように、展開②「絵本の読み聞かせに合わせてだるまさんになりきって動く」では、１つの
オノマトペに合わせて 2 ～ 6 の動きが見られた。展開③「「だるまさんが」に続いて指導者の考
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えたオノマトペに合わせて動く」では、6 ～ 14 であった。展開④「自分たちで考えたオノマト
ペに合わせて動く」では 2 ～ 6 であった。どの段階においても 1 つのオノマトペに対して子ども









































































































































・⽚⾜を⼤きく上げ、軸⾜の側から床に転がる                     [10] 
 
表 4 展開④で観察された⼦どもの動き 















































・⾸を左右に揺らしながら、両⼿を左右に揺らして下ろす     [4] 









というオノマトペに合わせて見られた動き（表 5 の a ～ e）をデッサン人形作成アプリの『ポー
ズ作り』（chi wang 開発）にて動きの一瞬を静止したイラストとして再現したものである。この
5 つのイラストは全て「転がる」という動きであるが、絵本に描かれただるまさんの動きの真似





3 の f ～ o）を示したものである。展開②同様、表 6 の f.g.i.j.n のように同じ「震える」動きであっ
ても姿勢や動かす体の部位によって多様な「震える」動きのバリエーションが見られた。また、
基本的な動きに着目すると、「震える」だけではなく「揺れる」「跳ぶ」「走る」などの動きも見







a b c d e
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考える。また、展開③・④で 1 つのオノマトペに対して 1 人の子どもが２～ 3 の動きを体験して





表 6 展開③ 「びりびり」で⾒られた⼦どもの動きの姿勢とその動き
f g h i j
震える 震える・⾛る 踏む 震える 震える・蹴る
k l m n o















表 7 ⼦ども B が体験した動き（指導者が提⽰した動きの模倣であった部分を除く） 
 活動内容 ⼦ども B が⾏った動き ⼦ども B が体験した動き 
導
⼊ 





















































































































4　学校教育法（2007）の幼稚園の教育の目的を定めた第 23 条では、「5. 音楽、身体による表現、造形等に
　 親しむことを通じて、豊かな感性と表現力の芽生えを養うこと。」（下線は筆者）とある。
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